
【セクター】

【市場】

【業績】 （単位：売上、純利益は百万⼈⺠元、EPS、DPS、BPSは⼈⺠元、ROE、⾃⼰資本⽐率は％）

決算期 売上高 純利益 EPS DPS BPS ROE 自己資本比率

18年3月期 250,266 66,915 25.63 0.00 142.2 20.8 61.3

19年3月期 376,844 55,142 21.01 0.00 190.4 12.9 63.8

20年3月期予想 508,206 119,632 46.52 0.00 239.9 16.4 -

※EPS：1株当たり利益、DPS：1株当たり配当、BPS：1株当たり純資産、ROE：株主資本利益率 （出所）BloombergデータよりSBI証券が作成

【主要指標】 　

図表1 商品総取扱高 図表2 事業別売上構成（19年3⽉期）
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　　　　（出所）会社資料よりSBI証券が作成 　　　（出所）会社資料よりSBI証券が作成

【会社の⾒⽅】
世界最大と考えられる中国の巨大なeコマース市場でトップの地位を確保して高成⻑を遂げてきましたが、今後は成⻑が徐々に鈍化してい
くと⾒込まれます（図表1）。このため、リアル店舗への展開、海外でのeコマースやeコマース以外の事業展開が将来の成⻑を⽀える事業と
して注目されます（図表2）。また、コア・コマース以外の部門はいまのところ営業⾚字ですが、これらがいつ利益貢献してくるか注目されま
す。

【⾒通し・注目点】
18年3⽉期に株式の33％を取得した⾦融サービス会社アント・ファイナンシャルは株式公開の意向があるとされ、同社株価のカタリストとして
注目できるでしょう。同社は、アリババサイトで決済サービス（エスクローサービス）を提供して創業した会社で、現在では中国で広く普及す
るスマホによる決済システム「アリペイ」、資産運用サービス「余額宝（ユエバオ）」、信用評価システムの「芝麻信用（ゴマシンヨウ）」などを
擁し、直近の資⾦調達時の時価総額は1,500億ドルに達したとされます。

【企業概要】
中国最大のeコマース企業で、CtoCの「淘宝網（タオバオ）」、BtoCの「天猫（Tモール）」が主⼒サイトです。検索連動広告やディスプ
レイ広告による販売促進に対する対価のほか、Tモールでの売上に対するコミッションが主な収入です。クラウドサービスを展開するほか、東
南アジアのeコマース「Lazada」、⾷事宅配の「ウーラマ」、オンライン動画の「優酷⼟⾖」などを所有します。スマホ決済システム「アリペイ」や
資産運用サービス「余額宝（ユエバオ）」を擁する⾦融サービスのアント・ファイナンシャルがグループ企業で、株式の33％を保有します。
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事業名 売上構成（％)

コア・コマース 85.8

　中国コマース（リテール） 65.7

　海外コマース（リテール） 5.2

　中国コマース（ホールセール） 2.7

　中国物流サービス 3.9

　海外コマース（ホールセール） 2.2

　ローカル消費者サービス 4.8

　コマースその他 1.1

クラウドコンピューティング 6.6

デジタルメディア＆エンタテインメント 6.4

イノベーション・イニシアチブほか 1.2
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